
祖師堂

　　　　　　正面に祖師堂がある



　祖師堂/江戸時代中期/重要文化財











参考
改修前の祖師堂

大本山　法華経寺　重要文化財　祖師堂

以前は三層錣屋根入母屋形式であったが、現在は建造時の
形状とされる比翼入母屋造に復元されている（柿葺き）
比翼入母屋造は吉備津神社本殿（国宝）と同じです。

インターネットより

建物の大きさから、一つの屋根で覆うとすればこんな形も一つの
選択肢であったのかもしれない
現在の形は屋根の高さを高くしないで済む方法であったのだろう
（ただし、両翼の谷間の雨水対策が悩ましいのでは）

　　　　　吉備津神社本殿（国宝） 　　　　現在の形に似た事例/閑谷学校の講堂（国宝）

インターネットより インターネットより















参考

（インターネットより借用）

参考ホームページ

http://www.mizu.gr.jp/kikanshi/mizu_17/no17_e02.html

http://www.mizu.gr.jp/kikanshi/mizu_17/no17_e02.html


　　　京都御所の紫宸殿

（インターネットより借用）

増田建築研究所のホームページより

参考ホームページ

http://web.kyoto-inet.or.jp/org/orion/jap/hstj/kamigyo/gosho.html

http://web.kyoto-inet.or.jp/org/orion/jap/hstj/kamigyo/gosho.html


上記の各見解を要約すると

入母屋屋根が出来上がっていく過程には二つあって

竪穴式住居の屋根としてオーソドックスであった「寄棟屋根」が屋根の端部に煙出しの開口が必要となることによって
「入母屋屋根」へと発展した民家の系統

高床式の「切妻屋根」が機能上必要になって妻側に庇を伸ばしたことから発展した神社仏閣の系統

ということのようです。

ここで後者の「妻側に庇を伸ばす」ということになると、その庇は平側にも廻り込んで所謂「錣葺き屋根」にも通じます。その意味では

錣葺き屋根は入母屋屋根への過渡期的な様相を帯びているとも思われますが、錣葺きの屋根はその後も消滅することなく一つの

デザイン（形式）としてニーズを持ち続けてきたのではないでしょうか。

ただ入母屋屋根が錣葺き屋根を席巻していく理由には、錣葺き屋根はその納まりからか漏水のトラブルのリスクが高かったとも

考えられます。（また、仕事も面倒くさいということも）

このように捉えるとこの法華経寺祖師堂や京都御所紫宸殿、はたまた手児奈聖堂の屋根も入母屋屋根の一形式と言っても間違いでは

無いとも言えます。

なお、屋根を上下に分けて葺くということで錣葺きとしてしまえば、上記のいずれも立派な錣葺き屋根と言っても過言ではないでしょう。













　　　　　床下























































　　　星乃井





　　　こんなものもあった










